
ワークショップの様子
講師の指導のもと、ミシ
ンやアイロンを使って、
スカートを製作しまし
た。参加者同士協力し
ながら、完成した作品を
着用して発表しました。

特別展の様子
原田氏が名誉学院長を
務めた文化服装学院か
ら、資料提供や原田氏の
作品の貸出などの協力を
得て開催しています。

　

市
で
は
、
令
和
２
年
度
熊
本
県
近
代
文
化
功
労

者
に
顕
彰
さ
れ
た
平
島
区
出
身
の
原
田
茂
氏
の
功

績
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
３
つ
の
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

１
、
原
田
氏
の
生
涯
を
描
く
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
放
映

　
　

原
田
氏
役
を
俳
優
の
竹
下
景
子
さ
ん
、
若
き

日
の
原
田
氏
を
元
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
北
原
里
英
さ
ん

が
演
じ
ま
し
た
。
ド
ラ
マ
に
は
原
田
氏
の
地
元
、

平
島
区
の
住
民
の
皆
さ
ん
も
多
数
出
演
し
ま
し

た
。

２
、
ス
カ
ー
ト
製
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　

交
流
促
進
事
業
と
し
て
、『
結
ぶ
』を
テ
ー
マ

に
開
催
し
ま
し
た
。
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象

に
、
原
田
氏
が
愛
し
た
洋
裁
を
通
し
て
、
も
の

づ
く
り
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

３
、
特
別
展
の
開
催

　
　

原
田
氏
が
実
際
に
製
作
し
た
作
品
を
入
れ
替

え
て
17
点
展
示
す
る
ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
子
ど
も
た
ち
が
製
作
し
た
ス
カ
ー
ト
も
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
原
田
氏
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
た
め
に
、
各
事
業
に
関
連
し
て
協
力
し
て
く

れ
た
皆
さ
ん
に
原
田
氏
の
人
物
像
を
語
っ
て
も
ら

う
ほ
か
、
特
別
展
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。

洋
装
へ
の
扉
を
開
い
た
合
志
の
女
性

原
田
茂 

氏 　

文
化
財
の
活
用
事
例

　原田先生に憧れ、文化服
装学院で学び、教員の道へ
進みました。大きく変化す
る時代を力強く生きてきた
原田先生。厳しさの中にも
優しさのある芯の通った人
柄に、意志の強い“合志の
女性”らしさを感じていま
した。

　ものがない時代、日本が和
装一色の時代に日本人を洋
装に導き、パリなど、世界に
負けない洋装文化を築いた原
田先生は、尊敬に値する素晴
らしい女性だと思います。当
時のままに残る原田先生の技
術、デザインをぜひ間近に感
じてください。

　伯母はやさしく穏やかな
性格で、家では仕事の話を
することはほとんどありま
せんでしたが、とても働き
者でした。晩年、病院のベ
ッドの上でも縫い物をする
ように手を動かしていた仕
草が今でも目に焼き付いて
います。

　初めてミシンを使って洋服
を作りました。まっすぐ縫う
のがとても難しかったので、
原田茂さんは沢山のお洋服
を作っていてすごいと思いま
した。また違う洋服も作っ
てみたいです。私たちが作っ
たスカートも展示しているの
でぜひ見てください。

原
はらだ

田 茂
しげ

特 別 展
令和3年11月6日〜令和4年2月27日

合志市歴史資料館

島
しまだ

田　昭
あきこ

子 さん

相
あいはら

原　幸
さちこ

子 学院長
森
もり

　愛
あずは

絆羽 さん

柿
かきはら

原　眞
しん

 さん
（原田氏の同僚・原口出身）

文化服装学院

（合志小5年）

（原田氏の甥）

　

私
は
原
田
氏
と
同
じ
平
島
区
の
出
身
で

す
。
こ
の
事
業
の
担
当
に
な
り
、
自
ら
調
べ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
原
田
氏
の
親
族
の
元

へ
幾
度
と
な
く
足
を
運
び
、
原
田
氏
の
人
と

な
り
や
当
時
の
話
を
た
く
さ
ん
聞
き
ま
し

た
。
ま
た
、
東
京
の
文
化
服
装
学
院
や
生
前

住
ん
で
い
た
自
宅
を
訪
問
し
、
原
田
氏
の
ル

ー
ツ
も
知
り
ま
し
た
。

　

私
が
感
じ
た
原
田
氏
は
、
洋
裁
へ
の
熱
い

思
い
を
持
っ
た
、
芯
の
強
い
真
っ
直
ぐ
な
女

性
で
す
。
原
田
氏
の
こ
と
を
知
れ
ば
知
る
ほ

ど
、
そ
の
人
柄
や
情
熱
に
引
き
込
ま
れ
ま
し

た
。
担
当
と
し
て
、
郷
土
の
後
輩
と
し
て
、

「
原
田
氏
の
功
績
を
多
く
の
市
民
の
方
に
知

っ
て
欲
し
い
」と
い
う
強
い
思
い
で
、
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
特
別
展
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
で
は
引
き
続
き
、
原
田
氏
の
功

績
を
広
報
、
啓
発
す
る
ほ
か
、
洋
裁
を
通
し

た
生
涯
学
習
の
推
進
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
班

　

☎（
２
４
８
）５
５
５
５

松
まつもと

本　聡
そういちろう

一郎 さん

生涯学習課

原田茂氏の人柄を知る人

原田茂 特別展によせてワークショップに参加して
　

原
田
氏
は
、
和
装
が
中
心
で
あ
っ
た
時
代
に
、

日
本
の
洋
裁
教
育
の
普
及
に
尽
力
し
ま
し
た
。

広報 こうし  2022. 2 広報 こうし  2022. 2 45


